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1944年　遊佐町生まれ。元ブルドックソース取締役会長。
酒田西高、実践女子学園短期大学（現：実践女子大学短期大学部）。
1964年　ブルドックソース入社。
女性初の管理職となり、経営企画室長、常務を歴任。
2000年　代表取締役社長に就任。
イカリソースの買収を手がけたほか、米系投資ファンドの敵対的買収で
買収防衛策を発動、法廷闘争で勝利するなど注目を集めた。
一方、男女共同参画に強い想いがあり、仕事意欲に燃える女性と企業を
応援する民間運動として発足されたワーキングウーマン・パワーアップ
会議において推進委員を務め、女性人材育成の取り組みを支援した。
2017年　永眠。享年73歳。

写真提供　①→ブルドックソース株式会社　②③→池田源威様

表紙：山形県ゆかりの女性
61号から様々な分野で活躍された山形県ゆかりの女性たちを紹介しております。
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③
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「
グ
ロ
ー
バ
ル・ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ・レ
ポ
ー

ト 

２
０
２
３
」が
６
月
に
報
告
さ
れ
、日
本
は
、世

界
１
４
６
ヵ
国
中
１
２
５
位
と
、過
去
最
低
の
順

位
に
な
り
ま
し
た（
２
０
０
６
年
の
初
回
報
告
は

80
位
）。と
く
に
昨
年
か
ら
９
ラ
ン
ク
も
下
落
。つ

ね
づ
ね
私
が
講
演
等
で
語
っ
て
き
た「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

格
差
大
国
日
本
」の
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
お

り
、茫
然
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

指
数
は
男
性
に
対
す
る
女
性
の
割
合
を
示
し

て
お
り
、１
に
近
い
数
値
ほ
ど
、平
等
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。「
教
育
」（
０.

９
９
７
）、「
健
康
」（
０.

９
７

３
）の
値
は
高
い
も
の
の
、「
政
治
」（
０.

０
５
７
）

「
経
済
」（
０.

５
６
１
）は
き
わ
め
て
低
く
、全
体
の

順
位
を
押
し
下
げ
て
い
ま
す
。「
政
治
」分
野
の
国

会
議
員（
衆
議
院
）の
男
女
比
は
１
０.

３
％（
２
０

２
３
年
５
月
）に
増
加
し
ま
し
た
が
、大
幅
に
上
昇

す
る
諸
外
国
に
比
べ
て
日
本
の
進
み
具
合
は
あ
ま

り
に
遅
い
の
で
す
。「
経
済
」分
野
の
管
理
的
職
業

従
事
者（
管
理
職
等
）の
男
女
比
も
同
様
で
、「
も

の
ご
と
を
決
め
る
」立
場
の
女
性
が
少
数
に
留
ま

り
、男
女
間
賃
金
格
差
が
際
立
つ
現
状
で
す
。「
教

育
」を
十
分
に
受
け
た
女
性
た
ち
が「
力
を
発
揮

で
き
な
い
」「
人
材
と
し
て
活
か
さ
れ
な
い
」状
況
、

裏
返
せ
ば
、男
性
た
ち
が
長
時
間
労
働
を
強
い
ら

れ
、育
児
休
業
を
取
り
た
く
て
も
取
り
づ
ら
い
と

い
っ
た
、「
男
女
格
差
」の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャ
ッ
プ（
男
女
格
差
）の
解
消

は
、「
２１
世
紀
我
が
国
社
会
の
最
重
要
課
題
」（
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法・前
文
）で
あ
り
、法
制

度
や
社
会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
の
変
革
が
必
要
で

す
。「
も
は
や
昭
和
時
代
の
想
定
は
通
用
し
な
い
」

（
女
性
版
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
）の
で
す
。

そ
こ
で
、私
た
ち
は
、女
性
も
男
性
も

L
G
B
T
Q
も
と
も
に
、「
お
か
し
い
」「
変
え
た

い
」と
思
わ
れ
る
問
題
を
し
っ
か
り
と
見
抜
き（
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
）、声
を
あ
げ
た
り
、行
政
や
企

業
等
に
働
き
か
け
た
り
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら

「
行
動
」し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。と
く
に「
政

治
」や「
経
済
」の
分
野
で
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、し

っ
か
り
と
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2021年4月からチェリア館長、
東北公益文科大学名誉教授

過
去
最
低
の
ジェン
ダ
ー・

ギ
ャッ
プ
指
数

伊
藤
眞
知
子

＃03

館
長

  

こ
ら
む

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

Global Gender Gap Report

146か国

125位
Global Gender Gap Report

特
集

出典︓「男女共同参画に関する国際的な指数」内閣府男女共同参画局 https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html

ジェンダー・ギャップ指数とは国ごとの男女格差を数値化したものです。
この指数は、「経済」「政治」「教育」「健康」の4つの分野における男女平等を評価し、その総合スコアを

表しています。2006年から、スイス非営利財団世界経済フォーラム（WEF）によって毎年公表されてい
ますが、これは各国がそれぞれの男女格差を把握・解消することを目的としています。
ジェンダー・ギャップを日本語に直訳すると〝男女格差〟つまり、性別の違いによって生じる、さまざま

な格差を指す意味となります。格差が生じるのは、社会全体のみにならず、ときには家庭内の役割にお
いても、ジェンダー・ギャップは生まれてしまいます。

「ジェンダー
・ギャップ」
指数とは？

世界経済フォーラム（WEF）は6月21日、男女格差の現状を各国のデータをもとに評価
したGlobal Gender Gap Report（世界男女差報告書）の2023年版を発表しました。日
本のジェンダー・ギャップ指数は１４６か国中125位という結果となりました。
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Qわたしたちがジェンダー・
ギャップを感じる瞬間って？
日常の中でわたしたちが感じている身近なジェンダー・ギャップ
についての意識調査を8月5日（土）やまがた緑塾受講生21名に
アンケート調査を行い、15名の方から回答をいただきました。

Global Gender Gap Report

Global Gender Gap Report

　

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
結
果
か
ら
、ま
だ
ま
だ

日
々
の
生
活
に
お
い
て
男
女
格
差
を
感
じ
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ
指
数
の
低
さ
は
、男
女
格

差・差
別
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
男
女
不
平
等
が
あ
る
と
、女
性
に
対
す
る
差
別

の
問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、日
本
は
ま
だ

ま
だ
女
性
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
社
会
通
念・

慣
習・し
き
た
り
な
ど
が
根
強
い
傾
向
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち一人
ひ
と
り
の「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点・行
動
」で
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
！

　
現
代
社
会
で
は
家
事
や
育
児
は
女
性
が
す
る
も

の
、組
織
の
リ
ー
ダ
ー
は
男
性
の
方
が
向
い
て
い

る
、な
ど
無
意
識
に
自
分
自
身
で
物
事
の
見
方
や

捉
え
方
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み（
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス
）は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意

識
で
変
え
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、私

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が
低
い
こ
と
を
ど

こ
か
遠
く
で
起
こ
っ
て
い
る
事
と
捉
え
ず
身
近
な

問
題
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
、そ
の
積
み
重

ね
に
よ
り
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャ
ッ
プ
改
善
に

繋
が
り
、女
性
と
男
性
が
対
等
に
、権
利
、機
会
、

責
任
を
分
か
ち
合
え
る
社
会
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
は
自
分
自
身
の
意
識
を
変
え
る
事
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
職
場
に
お
い
て
も

地
域
に
お
い
て
も

上
司
や
年
長
者
な
ど
の
発
言

力
の
あ
る
人
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
。自
分
も
苦
労
し
た

か
ら
若
い
人
に
も
同
じ
よ
う
に
苦
労
を
強

い
る
こ
と
か
ら
の
脱
却
。

□
日
常
の
生
活
を
普
通
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を

時
々
振
り
返
っ
て
み
る
。昔
と
違
う
と
い
う

こ
と
を
受
け
止
め
る
。

□
ひ
と
り
ひ
と
り
の
性
別
役
割
の
規
範
を
は

が
す
こ
と
。人
を
男
女
の
視
点
で
は
な
く
そ

の
人
と
し
て
誠
実
に
接
す
る
こ
と
。

□
自
ら
声
を
上
げ
て
発
言
、発
信
す
る
。

地
域

古
い
考
え
が
根
強
い
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
は
男
性
の
仕
事
、

そ
の
為
地
域
の
役
員
に
就
く
女
性
が

少
な
い
。町
内
会
組
織
へ
の
女
性
の

参
画
度
の
低
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

職
場

補
佐
的
仕
事
が
多
い
。

女
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
と
か

声
高
に
隣
で
言
わ
れ
た
。

家
庭

無
償
の
ケ
ア
時
間
が

ま
だ
ま
だ
多
い
。気
付
い
た

方
が
や
れ
ば
い
い
が
、

偏
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。

等
、沢
山
の
ご
意
見
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ
を
体
感
し
た
場
面

ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ
を
解
消
す
る
た
め
に

ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
？

調査内容
日常の中でジェンダー・ギャップ
を感じるか？

ジェンダー・ギャップを
解消するためにひとりひとりが
できることは?

①感じる　②やや感じる
③あまり感じる事はない
④感じない

どんな場面で体感したか?
（①感じる、②やや感じると回答した方）
①家庭　②職場　③地域
④日常生活　⑤その他

　日常の中でジェンダー・ギャッ
プを感じるか？という質問に対
し、感じる、やや感じるという方
が多く、職場や地域、家庭や日
常の生活において男女格差を
体感したとの声が多く寄せられ
ました。
　アンケート調査で頂戴しました
御意見の一部を紹介致します。

アンケート結果から
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4

　置賜地区の女性を対象に「チェリア塾基本コースin置賜」が開催されています。全5回ある講座の中、先日行われた第3回講座の様子を取材
してきました。
　8月26日土曜日、置賜総合文化センターの和室で行われた講座では7名の女性たちが参加。講師は今回初登場となる合同会社ファミリーコ
ンパス代表の渋谷聡子氏。「自分を生きる航海術」と題した講座は、和室の中央に丸く座るスタイルもこれまでにないスタイルでした。チェリア
塾修了生のネットワーク「チェリア塾ネットワーク置賜」のメンバー3名によるアイスブレークの後、講座がスタート。
　これまでの周りに合わせて、自分がどうしたいより「〇〇するべき」が優先される「正しい生き方」から、現在は「自分らしい生き方」にシフトチェ
ンジしてきています。まさしく正解のない時代です。そんな中、自分にとって何が大切かを知り、自分らしく生きる指針を育むことを目的に、
カードを使ったワークショップをしました。いくつかの演習を通じて、自己との対話を深め、自分らしくなれるニーズ(大切にしたい願い)の解像
度を上げていく参加者たち。
　後半は、対話の演習もありました。会社や家庭でコミュニケーションを取る際に、不満や恐れなどを抱いていると、なんとなく伝わるもので
す。相手の願いを汲み取りつつ、自分の願いをうまく伝えられるようになることで、関係性が劇的に変わるはず。互いに尊重し合う世界を創る
「対話」となるためのヒントを学びました。
　第1回講座で、男女共同参画の知識と日々の暮らしで感じる「女だから・女らしく」といったモヤモヤな現状を認識し、第2回講座で自分の未来
像を描く実習をしました。自分らしく生きることと互いに尊重し合うための「対話」を学んだ今回の講座を経て、実践に向けた2回の講座が9月
と10月に開催される予定です。
　今回で16回目を数えるチェリア塾。修了生の先輩達は、地域の男女共同参画を周知するための講座を企画運営や、チェリア主催のセミナー
等のファシリテーターとして活動しています。ここで学んだチェリア塾修了生の皆さんとともに、みんなが「自分らしく」生きられる地域になるよ
う盛り上げていきたいですね。

６月２４日土
10:00～15:00

会場：米沢市すこやかセンター　第２会議室
「このモヤモヤはどこから　～ジェンダーと人権～」　　　　　
講師：山形県男女共同参画センター館長　伊藤眞知子 氏　

第１回

７月２２日土
10:00～15:00

会場：米沢市すこやかセンター　第２会議室
「キャリアデザイン ～自分にできること・したいこと・やらなければならないこと～」　　　　　
講師：有限会社ティップス取締役社長　尾形恵子　氏　

第2回

８月２６日土
10:00～15:00

会場：置賜総合文化センター２階　和室
「自分を生きる航海術」　　　　　
講師：合同会社ファミリーコンパス代表　渋谷聡子　氏　

第3回

９月２３日土
10:00～12:00

会場：米沢市すこやかセンター　第２会議室
「地域の実践者から学ぶ」　　　　　
事例発表者：・スタジオ八百萬代表　山田茂義　氏
　　　　　　・夢プロジェクト『竹あかり×ゆき×祈り』実行委員会
　

第4回

13:00～15:00 「デザインシンキング　～課題の考え方、取り組み方を身につけよう～」　　　　　
講師：宮城大学事業構想学群　准教授　青木孝弘　氏　

１０月２８日土
10:00～15:00

会場：米沢市すこやかセンター　第２会議室
「今日はゴールをスタートに変える日 ～ふりかえりと次のステップへの踏み出し～」　　　　　
講師：一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理事　廣瀬隆人　氏　

第5回

企業や地域において、男女共同参画を推進する
キーパーソンを育成するとともに、そのネットワーク
化を目的として開催しているものです。男女共同参
画に関する基本的な知識や考え方を学ぶ他、自分の
思いをうまく人に伝えるためのワークショップなど、
毎回、趣向を凝らした講座内容となっています。

チェリア塾基本コースって?

チェリア塾基本コース報告

男女共同参画の知識を得て、現状を知り、実践する力をつける
女性の人材育成事業　　　　　　　チェリア塾基本コースin置賜



Information ～チェリアからのお知らせ～

男女共同参画県民企画事業

Sisterhood（シスターフッド）

「助成金交付団体」決定

令和５年度 やまがた女性キャリアアップセミナー

5

事業名:「フェミニズムと言わないフェミニズム入門」コンテンツガイド作成・発行事業
事業のねらい:小説やマンガ作品などのサブカルチャーから気軽にフェミニズムやジェンダー学につながれるようなコンテンツガイドを制作。
フリーペーパーの形式で発行し、街中やチェリア等で頒付をすることで多くの人々が気軽に手にできるようにする。
事業概要:コンテンツガイド編集部を組織し、月1回のペースで編集会議（オンライン）を開催。フェミニズム入門コンテンツに関する情報収集
ならびにコンテンツ紹介記事の作成を行っていく。
HP→https://sisterhood-yamagata.com/

フラワーキッズ・日本伝統文化おもしろこども教室
事業名:世界に一つだけの花を咲かそう！
事業のねらい:性別に関わりなく一人一人がそれぞれの個性や能力を発揮し、お互いを認め合いながら、いけ花の精神である人を想いやる心
を育てていく事がとても大切である。さらに、花を慈しみ大切に扱うことで命の大切さも体感してほしいと考えている。
事業概要:対象校を訪問し、授業又は放課後活動時にいけ花教室を1～2時間程度実施する。

山形ママコミュニティ mama*jam
事業名:繋がる・頼れる・山形ママ図鑑
事業のねらい:関係希薄となりつつある子育て世代に新たな情報発信のコンテンツを作り、母親である女性たちが繋がれる場になるよう、情報提供する。
事業概要:山形県内で活動する多ジャンルの女性（母親）や団体（子育てサークルなど）を紹介する雑誌を制作する。作成した冊子は、山形県内
の子育て支援センターや男女共同参画センター他、市町村関係窓口、図書館、児童館、希望者へ配布する。

男女共同参画県民企画事業は、男女共同参画社会づくりの推進を目的とした県内の民間団体・グ
ループが企画立案し開催する講座や調査・研究事業に対し、実施にかかる経費を助成しております。
書類とプレゼンテーションによる審査が行われ、以下の３団体の事業が助成の対象に決定しました。
各団体が今後実施する予定の事業を一部紹介します。（内容は変更になる場合があります。）

～企業で働く女性を対象に、職場で活躍するために必要なコミュニケーションスキルや理論を１日で学びます～

10月19日（木）、11月9日（木）10:00～16:00
※両日とも同じ内容です。
ヒューマン・アプローチ研究会　代表幹事　安達 隆司
（国家資格キャリアコンサルタント/Disc認定コーチ/産業カウンセラー）
遊学館　第一研修室
県内で働く若手～中堅女性

日時

講師

会場
対象

・キャリアアップというとどんなことなのか、と思っていましたが、対応の仕方や
考え方等がとても分かりやすかった。
・とても良い経験になりました。他社の女性と話す機会が無かったので、とても刺
激的だった。
・今まで感覚でとらえていたことが、言葉で理解することができ、その考え方や
分析方法も調べて実践してみたいと思った。

【昨年度受講された方のアンケートの声】

※詳細はチェリアホームページまたはチラシをご覧ください。
　マスクの着用は個人の判断にお任せします。

やまがた女性

キャリアアップセミナー



やまがた緑塾報告
開 催 日
講 師

タイトル

令和５年８月５日(土)
東北公益文科大学
非常勤講師　坂本静香 氏
男らしさとジェンダー

　「やまがた緑塾」は、男女共同参画およびジェンダーの「今」を
知り、社会問題解決の糸口を探っていく講座です。7 月から 11
月までの間で全 4回開催される中、広報委員が 8月5日の講座

に参加しました。第二回目の今回は東北公益文科大学の坂本氏
を講師に迎え、会場とオンライン、計 46名の参加者が「男らしさ
とジェンダー」を学びました。高度成長期の成功モデルである男
性稼ぎ主社会の限界や、「男らしさの呪縛」「男性であることの特
権」「男性内の差異と不平等」など3つの視点から男性問題を考
え、ジェンダー平等とはどのようなことなのかを再考し、新たに変
化した〝男性のありよう〟を受容していくことが大切だと感じまし
た。11月11日は伊藤眞知子館長が「結婚とパートナーシップ制
度―家族になるということー」を講義致します。詳しくはチェリア
ＨＰをご確認ください。

初任者研修報告
開 催 日
講 師
タイトル

令和5年5月24日（水）
山形県公認心理師・臨床心理協会  会長  伊藤洋子 氏
相談対応の基礎と支援について

　チェリアでは毎年県内相談機関の相談業務担当者の資質向
上を図るため年2回の相談会を実施しています。1回目は相談業
務の経験年数が少ない方を対象に5月2４日（水）に開催、35名の
方に参加いただきました。
　相談対応の留意点、傾聴とその技術について具体的な例を挙

げながらご講義頂きました。
　事前に参加者の質問を講師に伝えており、当日パワーポイント
を用いての説明が行われました。その後、3～4人1組でのロール
プレイによるグループワークを行い、相談者の立場になることに
よって気付きを得る場面が多々あり、参加者にとって貴重な経験
になりました。
　参加者のアンケートからは、「声のトーンや話の間が大切だと
実感した」「基礎的なところからお話をいただけて分かりやすかっ
た」等の感想がありました。今回の研修で学んだ知識をこれから
の相談業務に活かし、充実した相談・支援に繋げてほしいと思い
ます。

vol.67
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CHERIA登録団体紹介CHERIA登録団体紹介

令和５年度

内閣府男女共同参画局
ホームページ

http://www.gender.go.jp/

男女共同参画局
Twitter

https://twitter.com/danjokyoku

内閣府男女共同参画局
Facebook

https://www.facebook.com/danjokyodosankaku

6 23　29

Let us era
dicate ste

reotypes 
and embr

ace diver
sity.

Our futur
e is ours 

to create
.

● ラジオキャンペーン YBCラジオ・ラジオモンスター
YBCラジオのラジオカー
の生放送に伊藤館長が
出演し今年度のキャッチ
フレーズを紹介しました。
また、ラジオモンスター
では男女共同参画週間
のCM放送をしました。

● パネル展示　遊学館
パネル展示には多くの方から
来場いただきました。

県立図書館と連携して展示を
行いました。

　毎年６月23日から29日の１週間は、男女共同参画週間です。「男女共同参画週
間」は、男女共同参画社会の形成の促進を図る各種行事等を全国的に実施すること
により、男女共同参画社会基本法の目的及び基本理念に関する国民の理解を深める
ことを目的としています。期間中、チェリアでは、男女共同参画について理解を深
めていただくため、パネル展示とラジオキャンペーンを行いました。

特定非営利活動法人 Yamagata１(ヤマガタワン)

無くそう思い込み、
守ろう個性 みんなでつくる、みんなの未来。

　私たちは、より多くの人たちのICT利活用のため、パソコンやスマートフォンなどのサポートと、地域の情報環境の整備や支援をおこなっています。
　地域の様々な情報を発信することによって地域を活性化させることを目的に2004年に任意団体として発足し、2007年からＮＰＯ法人として活動
しています。現在はメンバーそれぞれ、ドローン、VR等活動を広げ、組織もDX化の他、ダイバーシティを大切に考えてまいります。
　活動としては、ＮＰＯなどの団体や行政機関などからの依頼でWEBサイト運営や映像制作などに関する技術支援や、IT講習会開催などの「地域情
報環境推進事業」のほか、「アーカイブ事業」として、県内の伝承活動を撮影して動画配信する『ふるさと塾アーカイブス』や、個人の体験や次世代に
伝えたいことを記録し、後世に残す『オーラルヒストリー(聞き書き)アーカイブ』などをおこなっています。
　また県などとともに「復興ボランティア支援センターやまがた」の構成団体として「震災支援事業」をおこない、東日本大震災の避難者向けウェブサ
イト『つながろうYAMAGTA.net』の運営や、避難者向けフリーペーパー『うぇるかむ』にはICTコラムを掲載しています。
　今後は、これまで同様山形の情報発信の支援などに加えて、ＶＲや3Dコンテンツ等で、より便利で快適な暮らしのための普及とICTに関わるセキュ
リティ面やトラブルの不安が少しでも減らせるよう活動してまいります。

【お問い合わせ】
〒999-3729 東根市中央東３丁目２－５４
TEL：0237-48-8066　　MAIL：mail@yamagata1.org
自法人　HP　https://www.yamagata1.jp/

チェリアでは団体・グループ登録制度を設けています。
随時受付中‼詳しくはチェリアまで‼
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参加費
無料

ど
な
たで

もお
気軽にご参加くだ

さ
い

編集
後記

▶今年もチェリアフェスティバルの開催日が近づいてきました。多くの出会い多くの学びを目指して、ワーク
ショップや展示物の準備に励む日々です。このプロセスを精いっぱい楽しみたいです。　（工藤）
▶やまがた緑塾の講座の中の、「特権とは？」という動画が衝撃的でした。深く考えなければならないと思いま
した。（山口）
▶チェリア塾での経験や仲間とのつながりが私自身の活動に活きています。基本コースの取材で当時を思い
出し、新鮮な気持ちになりました。（熊谷）

山形2023

〒990-0041 山形市緑町1-2-36 遊学館2階
TEL 023-629-7751　FAX 023-629-7752
相談専用電話   023-629-8007
H　　  P   https://yamagata-cheria.org/
利用時間   午前9時～午後9時
　　　　　 ※夜間利用の申し込みがない場合は午後8時まで

休 館 日 　第1・3・5月曜日、第3日曜日、年末年始

令和5年9月発行
編集発行 （公財）山形県生涯学習文化財団

山形自動車道山形蔵王ICから約10分。
県営駐車場、遊学館駐車場をご利用下さい。
入退館時に駐車券を遊学館1階の総合案内へお出し下さい。
ご利用時間に応じて駐車料金が割引になります。

10

チェリア

遊学館
駐車場

遊学館

遊学館２階
山形県男女共同参画センター

チェリア
HPは

こちらから！

2023年10月7日土・10月8日日 遊学館
山形市緑町１-２-３６

【無料託児所あり】 10月8日（日）時間：午前9：00～12：20 年齢：満1歳～就学前のお子さんを対象に12名まで　※事前申込が必要

10月7日土・8日日

10月8日日

９:００～１７:００

９:００～１７:００10月7日土～14日土
●ワークショップ････････････
●展示・発表 ･･･････････････
●県民交流コーナー････････

遊学館ホール

酒田市男女共同参画推進センター ウィズ
（酒田市中町3丁目4番5号　酒田市交流ひろば内）

20名

10月8日日 （9：30受付開始）10：00～12：05

遊学館ホール 250名
オンライン配信 100名

オープニングセレモニー
「ダンススペースJr.＆ CROWNCheer＆DanceTeam Pinky’s ＆ 
ダンスパフォーマンスJDS」による合同ダンス

「男の子にも女の子にも聞いてほしいジェンダーの話」
   個人の生活と社会の問題をつなぎ、今と未来を少しずつ変えるために

（福岡県立大学 人間社会学部 准教授）坂無 淳 氏
さか   なし じゅん

日時 会場

男女共同参画についての理解を深めるため、チェリア登録団体の活動発表や交流などを行うものです。
みなさまぜひご参加ください！

北海道旭川市生まれ。山形大学男女共同参画推進室、立
教大学コミュニティ福祉学部を経て、現在は福岡県立大学
人間社会学部准教授。専門は社会学とジェンダー研究。日
本の大学でのジェンダー平等やワーク・ライフ・バランス等
について研究。11歳と9歳の子の父。主な業績：Bolton, 
Matthew, 2018, How to Resist: Turn Protest to Power, 
London: Bloomsbury Publishing .（藤井敦史・大川恵子・
坂無淳・走井洋一・松井真理子訳，2020，『社会はこうやっ
て変える！――コミュニティ・オーガナイジング入門』法律
文化社．）　坂無淳，2015，「大学教員の研究業績に対する
性別の影響」『社会学評論』65(4): 592-610．ほか

講演会
演　題

講　師

会　場

サテライト会場

定　員

定　員

開催日時

認め合い支え合い  ともに歩もう多様性社会

プロフィール




